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母と子の笑顔輝く新座を！ 

20 Vol. 2016.6 月定例会報告 

母は太陽、母の笑顔を守りたい。 

すべての母が幸福ならば 

皆が安心して暮らせる社会を 

築くことができる 

 

市民相談はお気軽に 

 

党 声 明                    公明新聞：2016 年 7月 11 日（月）付 

一、第 24回参議院選挙において、わが党は、必勝を期した埼玉・東京・神奈川・愛知・大阪・兵庫・福岡の

7 選挙区で完勝を果たし、比例区は 7 人が当選、選挙区と比例区を合わせ改選議席 9 を 5 議席上回

る 14 議席を獲得し、過去最高の結果を勝ち取ることができました。選挙区 7議席は、結党いらい旧地

方区も含め過去最多の議席です。これにより、わが党の参議院議席は、非改選議席 11 と合わせ 25議

席となりました。公明党に対して深いご理解とご支援をお寄せくださった国民、有権者の皆さま、ま

た厳しい選挙情勢の中で献身的ご支援を頂いた皆さま、とりわけ、血のにじむような奮闘で公明党を

大きく押し上げてくださった創価学会員の皆さまに、心より感謝と御礼を申し上げます。 

一、今回の参院選の意義は、与党で改選議席の過半数（61）を獲得し、自民党と公明党による安定政

権の継続で政治を前進させられるかどうか、にありました。わが党と自民党は協力し、与党で改選議

席の過半数を上回る70議席を確保。自公連立政権に対する有権者の皆さまの「信任」と「さらなる期

待」が明確に示されたものといえます。政権与党に託された責任の重大さに身の引き締まる思いで

す。わけても、わが党の大勝利は、現場に寄り添い一人一人の声に耳を傾けながら国民目線で政策を

実現していく公明党の存在感を、連立政権の中でさらに発揮してほしいとの強い期待の表れである

と確信いたします。 

一、わが党は、今回の選挙戦において、「希望が、ゆきわたる国へ。」を旗印に掲げ、日本が直面してい

る課題を克服するための重点政策とともに、公明党の持ち味である「小さな声を聴く力」「生活実感

に根差した政策実現力」「平和外交を進める力」をお訴えし、支持をお願いしてまいりました。わが党

に寄せられた有権者の皆さまのご期待におこたえするため、本日より決意新たに、チーム力とネット

ワークの力をさらに強化し、全議員が一丸となってお約束した政策の実現に取り組んでまいります。

公明党に対する国民の皆さまの一層のご支援とご協力を心からお願い申し上げます。 

2016 年 7月 11 日  公明党 
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西田まこと 皆さまのご支援により 

642,597 票で当選！ 

逆転勝利の瞬間！ 

並木まさる 新市長が誕生！ 

新座市を更に前へ進めます！ 

新座市議会議員 野中やよい  

平成24年2月初当選（2期目） 

議会運営委員会副委員長、建設経済常任委員会委員 

都市高速鉄道12号線特別委員会委員 

志木地区衛生組合議会議員 

1963年生れ、創価大学英文学科卒業 



6 月議会 野中やよい議会質問より 
 

質問 質問 

答弁 答弁 

質問 質問 

答弁 答弁 

日本語の読み書きが苦手な
外国人市民のため、窓口等
での申請書類の多言語化を
すべき。 

外国人市民の利便性の向上
に有効であると考えてい
る。利用頻度が高い住民登
録、税の分野について優先
して取り組み、その後他の
分野にも拡大するなど、段
階的に取り組みたい。 

①生活道路への自転車の左
側通行を促す自転車ナビマ
ーク設置拡大を。 
②自転車と歩行者の安全を
確保する道路網整備計画を
策定すべき。 
 
「自転車と歩行者のための
道路網計画」策定を、今後
早急に進めていく中で、自
転車ナビマークの生活道路
への設置拡大を図っていき
たい。 

中国済源市訪問団の成果と
今後の交流についてお伺い
します。 

災害時の給水体制について
の市民への周知と、市民に
対し自助共助を促していく
べき。 

広報にいざ 9 月号の防災特
集で市内 7 施設の応急給水
地点を掲載し周知を図る。 
一人 1 日３ℓの水の備蓄に
ついても引き続き市民への
周知をしていく。 

牡丹園の整備についてご理
解をお願いしたい。 
両市の友好関係のさらなる
構築のため、観光、芸術、
教育、経済等様々な分野で
交流をすすめ日中友好の一
翼を担ってまいりたい。 
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5月 5日から9日まで、須田市長を団長とす

る新座市市民訪中団20名の一員として、新座

市の友好都市である中国河南省済源市を訪問。

式典等での市長の通訳を。9年ぶりの市民訪中

団で、野中は初めての済源市訪問。済源市滞在

中は心のこもったおもてなしを受け、発展する

中国の息吹を肌で感じてきました。写真左上は

桜友好の森の石碑除幕式。400 本の桜が植樹

されています。須田市長は「お返しとして新座

市に牡丹園を作る」と。新座市と済源市の市民

がお互いの国の花を育て愛で、交流することで

友情を深め、日中両国の民間外交が進みますよ

う今後も尽力してまいります。 

 

日中友好の流れを更に 

 

 

 

 

任期中最後の議会を終えら

れた須田市長と新座市議団 

夏の交通事故防止運動出発式 
７月1５日～２５日の期間、市内各所で啓

発活動が行われます。 済源市内各所に電光掲示板が！ 

熱烈歓迎のお気持ちが伝わります 

櫻花友誼林の石碑除幕式で 

市長の通訳としてお手伝い 



 


